
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
、

全
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ

令和時代に向けて
市長施政方針

掛川版SDGsへ
5つの挑戦
2月定例議会が2月19日～3月23日まで開かれ、
松井三郎市長が令和2年度の施政方針を述べまし
たので、その概要を紹介します。

※全文は掛川市ホームページ(右の二次元
　コード)で公開しています。

は
じ
め
に

　
昭
和
、
平
成
を
経
て
時
代
は
令
和
と

な
り
、
こ
の
豊
か
な
国
は
人
口
減
少
、

超
高
齢
化
の
課
題
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

も
次
の
主
役
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
持
続
発
展
可
能
な
国
づ

く
り
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
新
た
な
公

共
モ
デ
ル
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

掲
げ
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
立

ち
上
げ
や
市
民
・
企
業
と
の
協
働
も
進

め
、
行
政
主
導
か
ら
市
民
主
体
へ
の
転

換
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
超
高
齢
社
会

に
よ
り
複
雑
・
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
行
政
だ
け
で
応
え
る
に
は
限
界
が

あ
り
、
今
後
、
市
民
力
や
地
域
力
、
企

業
の
力
を
融
合
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
、
新
し
い
総
合
計
画
が
動
き
出

し
ま
す
。
こ
れ
を
掛
川
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と
位
置
づ

け
、
全
て
の
人
に
優
し
く
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
、
持
続
発
展
可
能
な
ま

ち
を
協
働
の
力
で
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
自
治
体
の
最
大
の
課
題
は
「
人
口

度
当
初
の
地
域
新
電
力
会
社
開
業
に
向
け

準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
10
年
前
、
年
間
１
千
万
人
に
満
た
な

か
っ
た
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、
昨
年

３
千
万
人
を
超
え
、
将
来
的
に
も
大
き

な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
に
よ
る
内
需
縮
小
な
ど
が
経
済
に

及
ぼ
す
影
響
か
ら
、
増
加
す
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
取
り
込
む
こ
と
は
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
有
効
な
手
段
で
す
。 

　
掛
川
市
は
、
東
京
と
大
阪
を
結
ぶ
日

本
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
中
間
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
「
つ
ま
恋
」
の
日
印

文
化
セ
ン
タ
ー
構
想
の
進
展
や
松
本
亀

次
郎
記
念
館
の
活
用
、
掛
川
城
な
ど
の

歴
史
文
化
施
設
、
掛
川
桜
、
掛
川
茶
な

ど
の
地
域
資
源
の
情
報
を
海
外
へ
積
極

的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
掛
川
市
の
観

光
産
業
の
発
展
と
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
の
市
総
合
計
画
の
改
定
は
、
20

年
後
の
掛
川
市
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

人
口
の
３
分
の
１
が
高
齢
者
と
な
り
、

外
国
人
も
１
割
を
占
め
、
一
方
で
ロ
ボ
ッ

ト
が
生
活
に
浸
透
し
市
民
が
快
適
に
生

活
を
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
に

な
る
こ
と
を
想
像
し
、
ま
と
め
ま
し
た
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
し
い

時
代
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
を

研
究
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
多

く
の
知
見
と
産
学
官
と
の
連
携
が
重
要

で
す
。
多
様
な
関
係
者
と
協
力
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、

人
と
モ
ノ
を
つ
な
ぎ
、
新
し
い
移
動
手

段
の
研
究
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
人
口

動
向
や
財
政
の
見
通
し
、
市
民
ニ
ー
ズ

な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ

き
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
地
区
説
明

会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果
を

踏
ま
え
、
今
年
10
月
を
目
途
に
各
施
設

の
方
向
性
や
実
施
時
期
を
示
し
た
再
配

置
計
画
を
ま
と
め
、
そ
の
後
、
個
別
に

具
体
的
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
核
と
な
る
小
中
学
校
の
再
編

計
画
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

第
一
に
考
え
て
学
校
再
編
基
本
計
画
の

案
を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
中
学
校
区
ご
と
の
説
明
会
で
市
民
の

意
見
を
反
映
し
つ
つ
、
再
配
置
計
画
に

併
せ
て
策
定
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
令
和
の
日
本
が
、
人
口
減
少
、
超
高

齢
社
会
、
地
球
温
暖
化
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
い
る
今
こ
そ
、
市
民
と
培
っ
て

き
た
協
働
力
を
発
揮
し
、
将
来
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
践
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
先
端
技
術
を
活
用
し
た
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
探
求
し
、
地
域
循
環
共
生

圏
づ
く
り
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
市
民
や
企
業
と
と
も
に
進
め
て
い
け

ば
、
必
ず
や
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
、

誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」
が

実
現
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
私
は
、
確
固
た
る
決
意
と
理
念
を

持
っ
て
、
高
い
市
民
力
を
有
す
る
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
に
対
応

し
た
掛
川
市
を
「
協
働
」
に
よ
っ
て

創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

減
少
」
で
す
。
本
市
の
人
口
は
、
社
会
動

態
の
増
加
は
続
い
て
い
る
も
の
の
、
自
然

動
態
は
平
成
22
年
度
以
降
減
少
し
、
昨
年

は
出
生
９
１
０
人
に
対
し
、
死
亡
１
２
３

７
人
の
自
然
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
４
０
年
に
人
口
12
万
人
。
こ
の

目
標
に
向
か
っ
て
、
今
後
１
万
人
を
超

え
る
で
あ
ろ
う
外
国
人
と
の
多
文
化
共

生
社
会
の
実
現
や
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
教
育
や
子
育
て
環
境
の
充
実
を
進

め
ま
す
。
優
良
な
企
業
誘
致
を
図
る
ほ

か
、
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
る
未
婚
や

晩
婚
化
な
ど
、
人
口
減
少
の
難
題
に
真

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
今
の
異
常
気
象
の
原
因
で
あ
る
地

球
温
暖
化
問
題
は
、
全
世
界
に
共
通
す

る
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。
掛
川
市

も
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
公
民
連
携
に
よ
る

地
域
循
環
共
生
圏
の
確
立
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
促
進
し
、
地
産
地
消
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
「
か
け
が
わ

地
域
循
環
・
活
性
化
協
議
会
」
で
、
利
益

を
地
域
に
還
元
す
べ
き
地
域
課
題
の
抽
出

な
ど
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
令
和
３
年

02

010304

05

｢希望が見えるまち、誰もが
 住みたくなるまち掛川」実現へ 

令和2年度
施政方針と予算

　
　
　
人
口
減
少
に
挑
む

　
　 

地
域
循
環
共
生
圏
の
確
立

　
　 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
取
り
込
み

　
　

 

経
済
活
性
化

　
　
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　 

未
来
型
ま
ち
づ
く
り

これまでに培った高い協働力で
 未来のまちづくりを探求・実践

ソ 

サ 

エ 

テ 

ィ

▲ラグビーＷ杯 日本代表とアイルランド代表の一戦を前に国
内外から1万6千人もの観光客が掛川を訪れた(9/28 掛川駅前)
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Ｒ Ｅ Ｉ Ｗ Ａ

新時代
令和２年度  主な事業
への第一歩

誰も取り残さない社会づくり　SDGｓ時代を掛川の協働力で実現

協働のまちづくりのステップ アップ 
人生100年時代を見据えて

教　育・文　化 ／ 心豊かな人づくり

環　境 ／ 住み続けたいまちづくり

産　業 ／ 持続可能な産業を目指して

基盤整備による持続可能社会の推進
安全安心なまちづくりの実現

健　康・子育て ／ 健やかなくらしづくり

人生100年時代を見据えての協働のまちづくり
・　防犯カメラ設置地区補助金 60万円
・　消防団員中型自動車等運転免許取得補助金 167万円
・　おくやみコーナー設置 284万円
・地区まちづくり協議会交付金 1億2,410万円
多様性を認め合う地域社会の構築
・外国人生活支援(生活相談、窓口用タブレットほか） 461万円
協働力による情報発信の強化と売り込み、市民参画の拡大
・　地域おこし協力隊 605万円

地域循環共生圏やSDGsの視点を入れた取り組み
・　地域新電力会社出資金  1,000万円
・　公共施設省エネ推進(徳育保健センター照明LED化)  716万円
・　板沢埋立場最終覆土事業 2億円
・　富士見台霊園台帳整備 490万円
・バイオマス産業都市構想事業化調査 50万円
・公会堂への太陽光発電施設等設置補助金 150万円
・合併浄化槽個人設置補助金(420基) 1億7,890万円
・掛川市・菊川市衛生施設組合負担金 6億3,127万円

競争力のある産業育成の取り組み
・　中小企業事業承継等調査 500万円
・伝統産業振興(葛布) 162万円
・オリーブ産地化推進(栽培・加工技術研修、ほ場整備支援)  1,084万円
・　産地パワーアップ事業費補助金(いちご農家施設整備支援) 1億7,550万円
・日本一茶産地推進、お茶のまちづくり、消費拡大ほか
　(　高付加価値茶生産拡大支援、全国茶品評会出品対策ほか) 3,042万円
・森林環境譲与税活用(計画策定、林道整備、獣害対策ほか)  2,600万円
・ふるさと納税推進  3億6,860万円

多極ネットワーク型コンパクトシティの形成
・　歩きたくなる街「ウォーカブル推進都市」の検討 300万円
・　掛川駅周辺地区まちづくり事業
　(駅前歩道バリアフリー化、駅通路エレベーター設置) 4,942万円
・　大東区域の都市計画公園検討  300万円
・　横須賀街道の無電柱化等検討 100万円
・　高齢者自主運行バス運賃助成、バス路線維持ほか  1億9,595万円
経済発展と新たな雇用創出のためのまちづくり
・企業誘致対策(産業立地奨励事業費補助金など)  4億7,537万円
・障がい者就労支援・障がい者就労継続支援 4億6,686万円
自然災害死亡者ゼロを目指した防災対策の推進
・　緊急輸送ルート　 沿道建築物耐震化 755万円
・河川整備(改良、　流下能力･浸水状況調査･水位計測)  1億8,610万円
・　はしご付消防車整備 2億3,082万円
・海岸防災林強化事業 7億6,825万円

グローバルに活躍する人材の育成
・小中学校情報教育・プログラミング教育 3,156万円
・　学校再編計画、小中一貫校基本計画策定(原野谷･城東) 3,000万円
文化・教育環境の継承・創造
・かけがわ茶エンナーレ 2,251万円
・松ヶ岡整備 8,637万円
・　大日本報徳社防災施設整備 1,149万円
誰もがスポーツを楽しめる環境整備
・東京オリンピック・パラリンピック等推進事業 2,300万円
・スポーツ施設改修(大東総合運動場、いこいの広場ほか) 3,377万円

結婚・出産・育児の希望をかなえることができる地域づくり
・　小規模保育園開設支援 4,800万円
・　宮脇地内保育園開設支援 1,181万円
・認定こども園建設支援(横須賀・きとう・智光) 16億4,755万円
・待機児童解消対策
　(協働保育園保育料助成、保育体制強化支援ほか)  9,747万円
・不妊治療等助成 2,028万円
健康で生きがいを持って生活できる環境整備
・　若年がん患者等支援 207万円
・　地域医療拡充支援診療所誘致等補助金  2,300万円
・　ひきこもり対策 45万円

▲協働力で地域課題の解決へ(防災林強化)

▲地域循環型社会実現に向け地域新電力会社設立へ

▲オリーブ産地化に向け支援充実

▲横須賀街道の無電柱化に向け検討始まる。
　景観保全や防災機能の向上が期待される。

▲横須賀小学校防災教室の様子

▲希望をかなえることができる環境整備進む

令和2年度
施政方針と予算

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新 新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新
新

かっぷ

＝新規事業
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歳入 自主
財源
55.7％

依存
財源
44.3％

歳出
（目的別）

●
一
般
会
計…

行
政
運
営
の
基
本

的
な
経
費
を
網
羅
し
た
会
計

●
特
別
会
計…

一
般
会
計
と
は
別

に
、
独
立
し
た
経
費
管
理
が
行

わ
れ
る
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
な
ど
の
会
計

●
企
業
会
計…

地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
、
市
が
運
営
す

る
企
業
活
動
に
係
る
会
計

【
歳
入
】

●
自
主
財
源…

市
が
み
ず
か
ら
調

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
で
、

　
市
税
や
保
育
料
、
使
用
料
お
よ

　
び
手
数
料
な
ど

●
依
存
財
源…

自
主
財
源
に
対
し
、

国
や
県
の
決
定
や
割
り
当
て
に

基
づ
い
て
収
入
す
る
も
の

●
繰
入
金…
財
政
調
整
基
金
を
は

じ
め
と
す
る
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
る
財
源

●
使
用
料
・
手
数
料…
施
設
な
ど

の
使
用
や
特
定
の
事
務
に
よ
っ

て
利
益
を
受
け
る
方
に
、
そ
の

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
財
源
（
道
路

占
用
料
な
ど
）

●
分
担
金
・
負
担
金…

市
が
行
う

特
定
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

一
定
の
利
益
を
受
け
る
方
に
そ

の
受
益
の
程
度
に
応
じ
て
負
担

し
て
い
た
だ
く
財
源
（
民
間
保

育
所
保
育
料
な
ど
）

●
国
庫
支
出
金…

行
政
上
の
目
的

を
果
た
す
た
め
に
、
特
定
の
事

業
に
対
し
て
、
経
費
負
担
割
合

に
基
づ
き
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

財
源

●
市
債…

道
路
や
学
校
な
ど
の
建

設
に
必
要
な
資
金
な
ど
を
、
県

の
同
意
を
得
て
、
国
や
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
る
財
源

●
県
支
出
金…

特
定
の
事
業
に
対

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

●
地
方
交
付
税…

地
方
公
共
団
体

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す

る
た
め
、
国
税
な
ど
を
再
配
分

し
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

注：企業会計について

●令和2年度掛川市各種会計予算規模の前年度比較表
 会計区分 令和2年度 令和元年度 増減額 対前年度比
 一般会計 507億 8,000万円 481億 5,000万円 26億 3,000万円 5.5%

 合　　　　　　計 851億 9,893万円 797億 4,586万円  

特

　
　

 

別

　
　

 

会

　
　

 

計

企

　業

　会

　計

 国民健康保険 119億 4,868万円 118億 976万円 1億 3,892万円 1.2%
 後期高齢者医療保険 13億 522万円 12億 3,661万円  6,861万円 5.5%
 介護保険 98億 7,303万円 97億 497万円 1億 6,806万円 1.7%
 公共用地取得 5億 3,685万円 5億 3,522万円  163万円 0.3%
 掛川駅周辺施設管理 1億 3,845万円 1億 666万円  3,179万円 29.8%
 大坂・土方工業用地整備事業 3億 4,864万円 6億 4,369万円 △2億 9,505万円 △45.8%
 簡易水道事業    2,334万円   
 公共下水道事業   26億 5,343万円   
 農業集落排水事業   2億 5,527万円   
 浄化槽市町村設置推進事業   1億 7,635万円   
 上西郷・桜木・東山・佐束財産区  1,431万円  1,376万円  55万円 4.0%
 　　　　　　　計 241億 6,518万円 271億 5,906万円 
 水道事業 47億 4,766万円 44億 3,680万円 3億 1,086万円 7.0％
 簡易水道事業  5,320万円 
 公共下水道事業 46億 8,147万円
 農業集落排水事業 5億 1,740万円
 浄化槽市町村設置推進事業 2億 5,402万円 
 　　　　　　　計 102億 5,375万円 44億 3,680万円   

一般会計　507億8千万円
令和の新時代､サスティナブル なまちづくりへ

前年度比 26億3千万円の増
問 財政課(☎21-1197）

子ども子育てに
100億円投入

予 

算
令和2年度

　
令
和
２
年
度
予
算
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
充
実
、
経
済
、
暮
ら
し
、
共

助
・
共
生
社
会
、
行
財
政
な
ど
で
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
都
市
の

実
現
に
挑
戦
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
と

位
置
づ
け
、
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
や

企
業
誘
致
、
海
岸
防
災
林
強
化
な
ど
の

施
策
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
額
は
５
０
７
億
８
千

万
円
、
前
年
度
比
５
・
５
％
の
増
で

す
。
前
年
度
か
ら
増
え
た
要
因
は
、
幼

児
教
育
・
保
育
無
償
化
や
認
定
こ
ど
も

園
の
施
設
整
備
、
橋
の
耐
震
化
、
海
岸

防
災
林
強
化
な
ど
で
す
。

　
特
別
会
計
予
算
額
は
10
会
計
で
２
４

１
億
６
５
１
８
万
円
、
企
業
会
計
予
算

額
は
５
会
計
（
特
別
会
計
か
ら
簡
易
水

道
ほ
か
３
会
計
が
企
業
会
計
へ
移
行
）

で
１
０
２
億
５
３
７
５
万
円
、
市
全
体

の
予
算
総
額
は
８
５
１
億
９
８
９
３
万

円
で
す
。

待
機
児
童
解
消
対
策

こ
ど
も
医
療
助
成

認
定
こ
ど
も
園
整
備

当初予算規模の推移（予算総額）

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

600 700 800
（億円）

785億2,478万円

794億1,681万円

773億9,996万円

797億4,586万円

851億9,893万円

一般会計の歳入

市税 207億622万円(40.8%)
市民税(個人) 67億7,390万円
市民税(法人) 15億4,168万円
固定資産税 96億4,158万円
その他 27億4,906万円

繰入金 31億3,766万円(6.2%)

その他 40億7,800万円(8.0%）

地方交付税
 30億1,900万円(6.0%）

国庫支出金
 64億3,711万円(12.7%）

県支出金 38億232万円(7.5%）

諸収入 27億6,518万円(5.4%)

繰越金、財産収入、寄附金
 8億8,750万円(1.7%)使用料および手数料

 5億9,514万円(1.2%)

分担金および負担金
 2億1,667万円(0.4%）

一般会計の歳出
民生費 159億9,215万円(31.5%)
児童、高齢者、障がい者の福祉推進
など

教育費 59億6,936万円(11.8%)
学校の管理運営や教育施設の充実など

土木費 58億9,891万円(11.6%)
道路、河川、公園の整備など

総務費 57億3,086万円(11.3%)
総務・財産管理、広報広聴、協働の
まちづくりなど

衛生費 53億4,817万円(10.5%)
健康づくり、ごみ・し尿の処理など

公債費 52億6,131万円(10.4%)
これまでの施設整備などで借りた
お金の返済

消防費 17億278万円(3.4%)
消防・救急活動、防災対策など

商工費 14億9,815万円(2.9%)
商工業や観光業の振興など

労働費 14億7,760万円(2.9%)
労働施策の推進など

その他 4億6,956万円(0.9%)
市議会運営など

農林水産業費 14億3,115万円(2.8%)
農林業、畜産業、茶業の振興など

※△印はマイナスを表します

令和元年度まで特別会計だった4会計（簡易水道、公共下水道、農業集落排水、浄化槽市町村設置）が、令和2年度から企業会計に移
行され、予算規模の算出方法が変わりました。

市債 51億3,520万円(10.1%）

令和2年度
施政方針と予算

ⓒ掛川市 茶のみやきんじろう
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